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行政刷新会議 ・事業仕分けに関する要望書

拝啓 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度は、現在、実施されております行政刷新会議の事業仕分けに関する件

でお願いをさせていただきます。

日本放射光学会は、新素材 ・素子開発のためのナノテク、医療を支える生命

科学、C02削減をめざす環境科学等の基幹科学技術に欠かせないツールである「放

射光」について、その発生から利用までを対象とする学際的研究領域である放

射光科学を発展させ、様々な学術研究から先端応用技術開発に貢献する研究領

域としての地位の確立につとめております。そのため、他学会並びに学術から

産業界まで幅広い研究者らが本学会に参加し、我が国の科学技術の発展のため、

研究の成果と動向に関する意見交換、共通の学術的 ・技術的課題の解決、新分

野の開拓を目指した国内外の情報交換、将来を担う人材育成などの活動を行っ

ております。

現在、行われております行政刷新会議の科学分野関連の事業仕分けの状況を

拝見し、今後の長期にわたる実質的な科学技術発展の阻害要因となることを大

いに懸念しております。ここに文部科学大臣殿をはじめとする関係各位の皆様

が、慎重にご考慮いただけますことを、強く要望いたします。
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